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桜丘区民センター運営協議会

〒156-0054世田谷区桜丘5-14-1

TEL 3439-0541

「子
育
て
マ
マ
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
」

６
月
１３

・
２０

・
２７
日
（水
）

子
育
て
支
援
講
座
も
今
年
で
７
年
目
。
サ

ポ
ー
タ
ー
の
ベ
テ
ラ
ン
マ
マ
さ
ん
や
児
童
館

の
協
力
で
、
音
楽
の
流
れ
る
体
育
室
を
会
場

に
、

２０
名
以
上
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

日
頃
育
児
に
奮
闘
中
の
マ
マ
も
、
こ
の
日

ば
か
り
は
気
合
い
を
い
れ
て
、
汗
を
か
い
て
、

悲
鳴
を
あ
げ
な
が
ら
も
楽
し
く
体
操
を
し
ま

し
た
。
な
か
な
か
マ
マ
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
、

大
泣
き
す
る
赤
ち
ゃ
ん
も
、
お
ん
ぶ
し
て
フ

ラ
ダ
ン
ス
を
踊
り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体

を
動
か
す
と
、
い
つ
の
間
に
か
ス
ヤ
ス
ヤ
と

眠
り
、
最
後
は
親
子
で
ゴ
ロ
ン
と
寝
転
が
っ

て
ゆ

っ
た
り
と
ス
ト
レ
ッ
チ
。
も
ち
ろ
ん
毎
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日
頃
の
運
動
不
足
を
解
消
し
、
「リ
フ
レ
ツ

シ

ュ
で
き
、
気
持
ち
が
前
向
き
に
な
れ
た
」

「子
ど
も
も
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
そ
う
に

動
い
て
い
た
」
「あ
ま
り
泣
か
ず
に
遊
ん
で
く

れ
た
」
な
ど
の
声
も

マ
マ
た
ち
か
ら
聞
か
れ

ま
し
た
。
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次
回
予
告

秋
の
講
座
は
１０
月
１０

。
１７

・
２４
日
（水
）

で
す
。

ヨ
ー
ガ
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、

ス

ト
レ
ツ
チ
体
操
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
掲
示
板
な
ど
で

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
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ス
ス
タ
ン
ド
、
ボ
ー
リ
ン
グ
場
、
映
画
館
な
ど

一
般
的
な
ア
メ
リ
カ
の
町
に
あ
る
も
の
が
揃

っ

て
お
り
、
あ
こ
が
れ
の

「小
さ
な
ア
メ
リ
カ
」

で
し
た
。
子
ど
も
と
い
う
こ
と
で
大
目
に
見
て

く
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
通
り
す
が
り
の
ア
メ
リ

カ
人
に
円
を
ド
ル
に
換
え
て
も
ら
い

「Ｐ
Ｘ
」

と
い
う
大
き
な
シ
ョ
ツ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
ア

メ
リ
カ
製
の
プ
ラ
モ
デ
ル
や
レ
コ
ー
ド
買

っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
４
日
の
独
立
記
念
日

に
は
大
き
な
お
祭
り
が
あ
り
、
バ
ケ
ツ
の
よ
う

に
大
き
な
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食

べ
な
が
ら
、

ボ
ー
ル
を
的
に
当
て
る
と
ア
メ
リ
カ
人
の
水
着

の
女
性
が
プ
ー
ル
に
落
ち
る
な
ど
と
い
う
変
な

ゲ
ー
ム
を
夢
中
に
な

っ
て
見
て
い
ま
し
た
。

中
学
生
の
頃
に
な
る
と
、
学
校
の
帰
り
に
は

「ポ
ン
コ
ツ
」
や

「ゴ
ー
ル
デ
ン

・
カ

ツ
プ
」

（亡
く
な

っ
た
ミ
ッ
キ
ー
吉
野
が
い
た
）
な
ど
の

店
に
寄
り
、
友
達
と
話
し
疲
れ
る
ま
で
、
コ
ー
ラ

や
レ
モ
ン
ス
カ

ッ
シ

ュ
を
飲
ん
で
い
ま
し
た
。

今
の
桜
丘
の
み
な
さ
ん
に
は
想
像
も
で
き
な

い
で
し
ょ
う
が
、
私
に
と

っ
て

「
フ
ェ
ン
ス
の

曹号亀 卜 ,
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私
は
、
昭
和
２９
年
の

６
月
に
横
浜
の
本
牧
で

生
ま
れ
ま
し
た
。
当
時

本
牧
に
は
、
進
駐
軍
が

い
て
、
学
校
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
ガ

向
こ
う
側
」
は
、

正
に
ア
メ
リ
カ
そ

の
も
の
だ

っ
た
の

で
す
。

（桜
丘
中
学
校
長

西
郷
孝
彦
）
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※予定は変更になる場合があります。

平成24年度 蘭丘区晨センターまつり

il目 10日 (土 )。 11日 (日)籠 丘区晨センターノ簡丘ホー′しにて

センターを利用する団体による各種活動発表のほか、フリーマーケ

ット、模擬店、体験コーナーなど盛りだくさんな 2日 間です。
「昨年、妻にさそわれて、区民センターまつりに初めて行ってきま

した。センター 2階の展示場に行くとお茶席があり、お茶の接待を受

けてから展示場を見学しました。どちらも大変すばらしい作品でした。

今年は、別館・桜丘ホールでカラオケ、合唱、器楽、舞台の発表を楽

しむこととします。」

第12回 社文ダンス交流会

12日 2日 (日)籠 丘ホーん にて

例年は、団体による参加のほか一般からの応募も受け付けています。

今年の詳細は、実行委員会開催後に掲示などでお知らせする予定です。

経丘まちづ くり音楽祭

:2日 23日 (日・祝)午 後 3時～ 籠丘ホーん にて

毎年恒例のクリスマスコンサー ト。 この時期にびったりなチャイコ

フスキー作曲のオペラ「くるみ割 り人形」が、好評だった昨年に引き

続いて、演出 。キャストともにバージョンアップして帰ってきます !

問合せ :NPO世 田谷桜丘まちづくり
~「

EL : 3427-4181

◎子育てママのリフレッシュ体操

10日 :0。 17・ 24(水)年前10時～ 億育室 にて

◎竹で健康・竹で音楽

10日 i3日 (土)午前10時一 体育室 にて

◎環境講座 (営育)

i:目開催予定

艤丘図書館がらのお知らせ

請演会「 (仮題)わが父 編露久爾を語る」

:2日 :5日 (土)年後2時一 体胃室 にて

日ごろから桜丘図書館をご利用いただき、あり

がとうございます。

「森繁通り」の地元・桜丘図書館では、故森繁久爾

さん (俳優・世田谷区民名誉賞)に 関する図書や C
D約270点余りをそろえた特別コーナーを設けてお

ります。

そこで、このたび森繁健さん (久爾さんの次男)

による講演会を12月 15日 (土)午後 2時から桜丘区

民センター体育室で開催したいと考えております。

申込方法など詳細は、区のお知らせ11月 25日 号

に掲載する予定です。

是非、皆さまのご来場をお待ちしております。

● し咳瓢1嘴∞

～
よ
り
親
し
ま
れ
る
区
民
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
～

「平
成
２４
年
度
地
域
ｏ利
用
者
懇
談
会
」

６
月
２８
日
（木
）

日
頃
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
グ
ル
ー
プ
の
代
表

が
集
ま
り
、
施
設
や
運
営
に
対
す
る
要
望
や
提
言
、

そ
し
て
Ｈ
月
に
開
催
さ
れ
る
今
年
度
の
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り
の
あ
り
方
な
ど
を
め
ぐ

っ
て
話
し
合
い
ま

し
た
。

展
示
系

・
舞
台
系

。
音
楽
系

・
ス
ポ
ー
ツ
地
域

一
般
系
と
い
う
分
科
会
ご
と
に
意
見
が
集
約
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
、
第
２
部
で
は
体
育
室
に
全
員
が
集

合
し
て
合
同
会
を
開
催
。
頭
と
か
ら
だ
を
と
き
ほ

ぐ
す
「リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
」
も
交
え
て
、
様
々
な

意
見
や
要
望
が
活
発
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

運
営
協
議
会
で
は
、
今
回
の
懇
親
会
の
結
果
を
参

考
に
、
よ
り
良
い
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
努
力
し

て
参
り
ま
す
。

月
か
ら
約
９
ヶ
月
間
改
修
工
事
を
行
い
、
２

０
１
２
年
３
月
３１
日
よ
り
再
開
し
ま
し
た
。

サ
ン
ド
ウ
ィ
ツ
チ
や
ガ
レ
ツ
ト
の
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
も
で
き
る
、
地
下
の
中
庭
に
新
た
に
オ

ー
プ
ン
し
た
カ
フ
ェ
は
、
公
園
か
ら
も
気
軽

に
立
ち
寄
れ
、
テ
ラ
ス
で
は
愛
犬
と
い
っ
し
ょ

に
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
砧
公
園
を

一
望
で
き
る
フ
レ
ン
チ
レ
ス

ト
ラ
ン
と
と
も
に
、
美
術
館

の
新
た
な
憩
い

の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

９
月
１５
日
か
ら
は
、

こ
れ
ま
で
世
田
谷
美

術
館
が
収
蔵
し
て
き
た
１
９
７
０
年
以
降
の

作
品
を
中
心
に
紹
介
す
る
「対
話
す
る
時
間
」

展
を
開
催
し
ま
す
。
日
本
の
作
家
か
ら
海
外

作
家
ま
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
内
容
の

現
代
美
術
作
品
が
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
と
も
に
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。
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(3)

その他の予定
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健康スポーツ講座

「竹で健康・竹で音楽」
7月 25日 (水 )

夏休みに入ったばかりのこの日、竹をテーマにした

健康スポーツ講座が体育室にて開催されました。

小学生の子どもたちによる見事なバンブーダンス

のデモンストレーションは、児童館で 3週間ほど練

習を積んだ成果だそう。音楽の拍子が変わるごとに、

持ち手と踊り手の息もぴったりに、 リズム感よくス

テップが繰り広げられました。一方の大人は、竹を

動かさずに置いた状態で、まずは足を動かす練習に

チャレンジ。竹製の楽器も用意された会場で、バン

ブーダンスを楽しむひとときとなりました。

フィリピンの代表

的民族舞踊であるバ

ンブーダンス。健康

のためにも、機会が

あれば年齢に関係な

く挑戦してみてはい

かがでしょうか。

.& - -.q,- - !iy.- irts - -:f. - -&- - -'lF - -its - -'lF

―墨 ―書 ―感
―書 ―墨 ―キ ー墨 ―ヰ ーー懇

「第15回 歩こう会」
5月 25日 (金 )

コース :桜丘区民センター→馬事公苑→都立

園芸高校→長谷川町子美術館

馬事公苑のバラ園、自然林を見て、園芸高

校では満開のバラ、緑の日本庭園、古い松の

盆栽など自然に親しむ歩こう会でした。

▼

ロト

時

L

メ

ヽ

メ

ヽ

メ

聴

歌

っ
て
健
康
「歌
声
サ
ロ
ン
」

～
疲
れ
知
ら
ず
の
熟
年
パ
ワ
ー

５
月
２１
日
（月
）

桜
丘
ホ
ー
ル
に
歌
心
塾
主

宰

の
杉
山
公
章
さ
ん
を
講
師

に
お
迎
え
し
ま
し
た
。

生
演
奏
が
始
ま
る
と
即
パ

ワ
ー
全
開
―
隣
り
の
人
も
耳

目
に
触
れ
ず
、
２
０
０
人
の

魂
の
歌
声
が
会
場
に
響
き
わ

た
り
ま
し
た
。
至
福
の
２
時

間
で
し
た
。

土
Ｔ
Ｉ
Ｉ
ヽ
―
‐メ
ー
‐
上
軍
‐
―
メ

擬闇球春お1騨鯛調躊織器騒翻田闘総機

)近麟トリ讚ぷ ●

「
世
田
谷
美
術
館
」

都
会
の
オ
ア
シ
ス
、
緑
豊
か
な
砧
公
園
の

一
角
に
位
置
す
る
世
田
谷
美
術
館
は
、
１
９

８
６
年
３
月
３１
日
に
開
館
し
ま
し
た
。
建
物

は
、
新
御
所
な
ど
で
知
ら
れ
る
内
井
昭
蔵
に

よ
る
設
計
で
す
。
開
館
し
て
２５
年
を
経
て
建

物
が
傷
ん
で
き
た
た
め
、
２
０
１
１
年
の
７

100円 ワークシ ョップ

住所 世田谷区砧公園 1-2

交通
東急田園都市線 用 賀 徒歩17分

美術館行バス  美術館 徒歩3分

馬事公苑 バラ園にて

(2)

活動報告
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区民センターを利用しながら社会貢献や地域との交流を深めている団体の紹介をします。毎回3団体
ずつ、活動内容などを取上げていきます。また運営協議会では紹介する団体の募集もおこなっており

『
軽
体
操
ひ
ま
わ
り
』

え
っ
１

１８
年
も
？

自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ク
ラ

ブ
と
し
て
テ
ー
プ
持
参
で
始
め
た
体
操
ク
ラ
ブ
で

よ
く
続
い
た
と
思
い
ま
す
。

主
に
ス
ト
レ
ツ
チ
と
レ
ク
ダ
ン
ス
で
し
た
が
、

時
と
と
も
に
筋
力
体
操
も
取
り
入
れ
、
月
に
１
回

保
健
セ
ン
タ
ー
の
指
導
員
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
元
気
リ

ー
ダ
ー
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
基
本
的
な
健
康
づ

く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
肩
こ
り
や
、

ひ
ざ
痛
な
ど
が
改
善
さ
れ
た
会
員
さ
ん
も
い
ま
す
。

少
人
数
（１５
～
１８
名
）
の
会
員
数
で
す
の
で
和
気

あ
い
あ
い
、
竹
ふ
み
ダ
ン
ス

・
脳
ト
レ

。
お
し
や

べ
り
も
交
え
週
に
１
回
の
実
施
が
楽
し
み
で
す
。

ま
た
、
ク
リ
ス
マ
ス
が
近
づ
く
と
ケ
ー
キ
と
コ

ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、
１
月
は
新
年
会
を
楽
し
み
親
睦

を
深
め
て
い
ま
す
。
会
場
が
取
れ
な
い
と
き
は
、

近
場
に
お
花
見
に
行
き
ま
す
。
ひ
ま
わ
り
は
、
け

や
き
ネ

ッ
ト
で

会
場
を
取
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
２
人
１

組
で
会
場
取
り

と
会
計
を
、
１

年
間
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。

「
こ
れ
も
老
化

防
止
の
ひ
と

つ
」
か
な
～
。

切
手
は
百
人
百
通
り
の
集
め
方
が
あ
り
、
日
本

の
切
手
の
み
、
外
国
切
手
も
集
め
る
、
外
国
だ
け

に
限
る
と
様
々
で
す
。
外
国
な
ら
ど
こ
で
も
よ
い

人
も
い
れ
ば
、
あ
る
国
の
み
に
限
る
人
も
い
ま
す
。

文
通
で
集
め
る
人
も
多
く
、
片
言
英
語
で
通
じ
る

の
も
趣
味
の
世
界
の
面
白
さ
で
す
。
ド
イ
ツ
人
は

切
手
の
貼
り
方
も
正
確
で
、
そ
の
封
筒
は
捨
て
る

に
惜
し
い
見
事
な
も
の
で
す
。

日
本
の
切
手
も
、
未
使
用
で
集
め
る
人
、
使
用

済
み
の
み
の
人
、
動
物
と
か
、
花
に
限
る
人
、
消

印
は
黒
丸
印
に
限
る
人
、
日
付
に
拘
る
人
、
発
行

初
日
の
午
前
中
の
特
別
な
印

（
ハ
ト
印
）
の
封
筒

（初
日
カ
バ
ー
）
に
限
る
人
な
ど
色
々
で
す
。
明

治
の
古
い
消
印
を
自
慢
し
て
い
る
人
、
日
付
の
ゾ

ロ
ロ
、
数
並
び
の
日
付
に
限
る
人
な
ど
様
々
で
す
。

地
区
の
名
所
の
絵
柄
の
消
印
（風
景
印
）
を
日
本
各

地
に
求
め
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
ま
た
切
手
に
代

わ
る
メ
ー
タ
ー
ス
タ
ン
プ
と
い
う
郵
便
局
の
窓
口

の
機
械
で
発
行

す
る
シ
ー
ル
状

の
も
の
を
集
め

て
い
る
人
も
い

ま
す
。

集
め
方
さ
ま

ざ
ま
を
紹
介
し

ま
し
た
。
興
味

の
あ
る
方
は

一

度
是
非
例
会
に

お
出
で
下
さ
い
。

「
龍
舟
会
」
』

龍
舟
会
は
故

・
平
島
龍
舟
先
生
が
某
お
寺
に
て

水
墨
画
教
室
を
始
め
て
約
４０
年
に
な
り
ま
す
。

先
生
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
場
所
を
セ
ン
タ
ー

に
移
し
て
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

基
本
に
の
っ
と
っ
た
、
手
法
を
丁
寧
に
学
び
、

手
本
に
沿

っ
た
練
習

を
重
ね
、
Ｈ
月
の
展

示
会
に
向
け
て
各
個

人
が
花

。
風
景
等
テ

ー
マ
を
選
び
発
表
し

て
お
り
ま
す
。

世田谷桜丘

三郵便局の

風景印。

さぎ草と美

術館を描く。

鰤亀  餞

口日困目

今
号
よ
り
、
『さ
く
ら
が
お
か
区
民
セ
ン
タ
ー
ニ

ュ
ー
ス
』
が
フ
ル
カ
ラ
ー
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を

い
た
し
ま
し
た
／
イ
ベ
ン
ト
や
施
設
の
ご
案
内
、

利
用
さ
れ
る
み
な
さ
ま
の
ご
活
動
を
鮮
や
か
な
カ

ラ
ー
写
真
と
と
も
に
、
よ
り

一
層
読
み
や
す
い
紙

面
を
目
指
し
て
こ
れ
か
ら
も
ご
紹
介
し
て
参
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
ス
タ
ッ
フ

一
同

(4)

利m者団体の鯉奮
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